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塙町議会だより第154号塙町議会だより第154号 23

次世代への町づくり⼤型予算を全会⼀致で可決
　新年度の当初予算は、IP 告知システム通信機器の更新や湯遊ランドはなわ施設改修事業

などにより、一般会計は直近 20 年でも 2番目の規模で、各特別会計と合計すると 90 億 5,492

万円となりました。令和 3 年 3 月定例会では、予算決算常任委員会に予算審議を付託し、3

月15日から2日間の質疑討論の結果、新年度全予算を原案どおり可決すべきものとしました。

一般会計おもな使いみち

IP 告知システム機器
更改

6億 9,837 万円
（⽮祭町分含む）

⽣活飲⽤⽔井⼾
掘削補助⾦
500万円

板庭⽥の作湯船線
舗装⼯事ほか
4,200 万円

防災マップ更新委託
500万円

⽵パウダー製造補助⾦
1,000 万円

北野松岡線⽤地
取得代⾦
3,500 万円

⾼齢者外出⽀援
タクシー助成
2,243 万円

道の駅指定管理委託料
1,236 万円

住宅浸⽔対策改修⼯事
補助⾦
160万円

ふくしま森林再⽣事業
2億 9,038 万円

塙流灯花⽕⼤会補助⾦
300万円

こども園来客駐⾞場
⽤⼟地購⼊
3,000 万円

令和３年度 ⼀般会計予算総額６５億８,５8９万円

歳入合計
65億8,589万円

地方交付税地方交付税
24億9,273万円24億9,273万円
（37.85％） （37.85％） 

繰越金
3,670万円(0.56％） 

諸収入
2億9,443万円（4.47％） 

国庫支出金国庫支出金
3億9,922万円3億9,922万円
（6.06％） （6.06％） 

県支出金県支出金
5億4,452万円5億4,452万円
（8.27％） （8.27％） 

町債町債
6億2,750万円6億2,750万円
（9.53％） （9.53％） 

地方消費税交付金1億8,803万円（2.86％）

町税町税
8億360万円8億360万円
（12.20％） （12.20％） 

使用料・手数料 6,269万円（0.95％） 
財産収入 3,498万円（0.53％） 
分担金・負担金 2,646万円（0.40％） 
寄附金 　　　　　700万円（0.10％）

歳出合計
65億8,589万円

農林水産費農林水産費
8億576万円8億576万円
（12.23％） （12.23％） 

総務費総務費
15億3,301万円 15億3,301万円 
（23.28％） （23.28％） 

土木費土木費
8億2,661万円8億2,661万円
（12.55％） （12.55％） 

公債費公債費
6億8,418万円 6億8,418万円 
（10.39％） （10.39％） 

教育費教育費
6億8,256万円6億8,256万円
（10.36％） （10.36％） 

衛生費衛生費
4億7,725万円4億7,725万円
（7.25 ％）（7.25 ％）

消防費
2億3,112万円（3.51％） 

商工費
1億6,765万円（2.55％） 

議会費 7,154万円（1.09％） 

民生費民生費
10億9,624万円 10億9,624万円 
（16.65％） （16.65％） 

その他 997万円（0.14％） 

地方譲与税　6,303万円（0.96％）

法人事業税交付金 665万円（0.10％）
地方特例交付金 510万円（0.10％） 
環境性能割交付金 341万円（0.05％）
配当割交付金　　 267万円（0.05％）
株式等譲渡所得割交付金
 　　　　　76万円（0.00％） 
交通安全対策特別交付金
 　　　　　70万円（0.00％）
利子割交付金 　66万円（0.00％）

＜特別会計決算＞ 予算額 前年度比

国民健康保険 9億6,054万円 ▲2,114万円

後期高齢者医療 1億1,080万円 ▲40万円

介 護 保 険 10億4,589万円 3,112万円

農 業 集 落 排
水 処 理 事 業 1億1,650万円 ▲1,864万円

公共下水道事業 2億3,530万円 2,438万円

上水道事業
（収益的支出） 2億5,942万円 450万円

上水道事業
（資本的支出） 9,735万円 523万円

34.17％34.17％

源源

財

財財

存存

依依

65.83％65.83％65.83％

源源 財 主主 自自

34.17％

繰入金 9億8,505万円（14.96％） 

町税
8億360万円
（12.20％） 

地方交付税
24億9,273万円
（37.85％） 

国庫支出金
3億9,922万円
（6.06％） 

県支出金
5億4,452万円
（8.27％） 

町債
6億2,750万円
（9.53％） 

農林水産費
8億576万円
（12.23％） 

総務費
15億3,301万円 
（23.28％） 

土木費
8億2,661万円
（12.55％） 

公債費
6億8,418万円 
（10.39％） 

教育費
6億8,256万円
（10.36％） 

衛生費
4億7,725万円
（7.25 ％） 民生費

10億9,624万円 
（16.65％） 
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３
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
、
予

算
決
算
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

令
和
３
年
度

予

算

質

疑

　
　

新
設
さ
れ
た
補
助
金

の
概
要
は
。

　
　

台
風
19
号
浸
水
被
害

地
区
の
方
が
対
象
で
、
ボ

イ
ラ
ー
な
ど
を
か
さ
上
げ

す
る
改
修
へ
の
補
助
を
検

討
し
て
い
る
。

　
　

被
害
対
策
は
す
で
に

個
人
で
終
了
し
て
い
る
の

で
は
。

　
　

応
急
修
理
と
し
て
上

限
30
万
円
を
補
助
し
た

が
、
か
さ
上
げ
な
ど
の
長

期
的
視
点
で
の
補
助
が
今

回
新
設
の
趣
旨
。

台
風
19
号
浸
水
被
害
地
区
が
対
象

　
　

新
設
さ
れ
た
補
助
の

目
的
は
。

　
　

遊
休
農
地
を
活
用
し

花
木
に
よ
る
所
得
向
上
を

目
指
す
。

　
　

補
助
の
詳
細
は
。

　
　

桜
の
苗
木
２
千
本

で
、
申
し
込
み
は
町
民
限

定
。
苗
木
販
売
店
が
申
し

込
み
集
約
を
行
い
、
栽
培

し
た
花
木
を
販
売
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

補
助
対
象
は
桜
で
苗
木
２
千
本

　
　

昨
年
大
き
な
被
害
が

出
た
カ
メ
ム
シ
対
策
は
。

　
　

広
域
対
策
の
重
要
性

に
よ
り
新
設
し
た
補
助
金

で
、
航
空
防
除
に
対
し
て

補
助
す
る
。

　
　

補
助
の
詳
細
は
。

　
　

航
空
防
除
事
業
主
へ

の
補
助
と
な
る
た
め
、
実

施
希
望
の
農
家
は
事
業
主

へ
申
し
込
む
こ
と
と
な

る
。

航
空
防
除
に
対
す
る
補
助
を
行
う

　
　

補
助
金
の
詳
細
は
。

　
　

上
水
道
エ
リ
ア
及
び

給
水
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い

る
地
区
以
外
が
対
象
で
、
１

戸
あ
た
り
事
業
費
２
分
の
１

補
助
の
１
０
０
万
円
が
上
限
。

　
　

補
助
金
を
新
設
し
た

理
由
は
。

　
　

給
水
エ
リ
ア
以
外
の

住
民
か
ら
陳
情
な
ど
で
の

要
望
が
あ
っ
た
た
め
。

地
区
か
ら
の
陳
情
に
よ
り
補
助
金
を
新
設

運
用
開
始
後
の
利
用
者
か
ら
設
置
要
望
が
あ
っ
た

　
　

こ
ど
も
園
併
設
エ
リ

ア
で
、
建
設
時
の
設
計
に

盛
り
込
む
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
。

　
　

設
計
時
協
議
を
し
、

過
剰
な
カ
ー
テ
ン
は
不
要

と
し
て
た
が
、
運
用
開
始

後
に
利
用
者
の
声
を
積
み

上
げ
、
必
要
な
部
分
で
設

置
工
事
を
す
る
。

　
　

カ
ー
テ
ン
設
置
の
理

由
は
。

　
　

主
に
目
隠
し
用
と
し

て
設
置
す
る
。

県
産
木
材
使
用
の
遊
具
を
基
金
活
用
で
設
置

　
　

設
置
す
る
遊
具
の
詳

細
は
。

　
　

保
護
者
か
ら
の
設
置

要
望
に
よ
り
、
滑
り
台
な

ど
を
含
む
木
製
複
合
遊
具

を
設
置
予
定
。
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
を
活
用
し
、

町
負
担
を
少
な
く
県
産
木

材
を
活
用
で
き
る
。

　
　

木
製
遊
具
の
耐
用
年

数
は
。

　
　

年
数
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
防
腐
処
理
な
ど

長
持
ち
さ
せ
る
処
理
が
施

さ
れ
た
木
材
を
使
用
す

る
。

運
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
に
も
対
応
で
き
る
体
制
整
備

　
　

委
員
会
の
概
要
を
伺

う
。

　
　

予
防
接
種
に
よ
る
健

康
被
害
が
あ
っ
た
場
合
に

開
催
さ
れ
る
委
員
会
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
副

反
応
に
も
対
応
で
き
る
体

制
と
し
た
。

　
　

開
催
実
績
や
委
員
構

成
は
。

　
　

委
員
は
８
名
以
内

で
、
町
長
以
下
医
師
会
や

保
健
事
務
所
推
薦
者
で
構

成
さ
れ
る
。
今
ま
で
開
催

実
績
は
な
い
。

令
和
２
年
度
実
施
形
態
を
維
持
し
て
実
施

　
　

令
和
２
年
度
の
制
度

利
用
状
況
は
。

　
　

70
歳
以
上
の
６
８
９

人
で
申
請
割
合
は
29
％
。

　
　

利
用
者
の
居
住
地
に

よ
り
、
一
律
助
成
か
ら
傾

斜
配
分
は
で
き
な
い
か
。

　
　

制
度
の
趣
旨
は
高
齢

者
の
外
出
支
援
で
、
公
共

交
通
と
は
違
う
。
現
行
制

度
を
変
更
す
る
事
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　

水
道
料
金
の
値
上
げ

は
行
う
の
か
。

　
　

町
広
報
を
活
用
し
町

民
に
事
業
状
況
を
お
知
ら

せ
し
つ
つ
、
令
和
３
年
度

に
料
金
改
定
を
目
指
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
加
味
し
て
値
上
げ
を
保

留
し
た
。
今
後
再
度
諮
問

委
員
会
や
町
民
の
声
を
聞

く
。

　
　

町
長
が
考
え
る
適
正

な
料
金
と
は
何
か
。

　
　

事
業
を
維
持
す
る
た

め
の
最
低
料
金
。

　
　

今
後
料
金
見
直
し
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

塙
厚
生
病
院
の
改
修

計
画
が
あ
り
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
上
下
水
道
の
加
入

を
促
進
す
る
予
定
。
こ
れ

を
見
据
え
つ
つ
、
他
の
特

別
会
計
も
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
出
し
に
よ
り
事
業

を
維
持
し
て
い
る
の
で
、

総
合
的
に
考
え
る
事
案
と

捉
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
料
金
値
上
げ
を
保
留
し
た

特
別
会
計

特
別
会
計

特
別
会
計

　
　

サ
ロ
ン
へ
の
歯
科
衛

生
士
派
遣
の
詳
細
は
。

　
　

高
齢
者
対
策
の
一
環

と
し
て
、
直
接
地
域
へ
出

向
い
て
積
極
的
に
運
動
や

口
腔
、
栄
養
指
導
を
行
う

よ
う
国
の
方
針
が
示
さ
れ

た
事
に
よ
り
実
施
す
る
。

　
　

直
接
歯
科
衛
生
士
が

サ
ロ
ン
へ
出
向
く
の
か
。

　
　

令
和
２
年
度
に
実
施

し
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
白
河
市
の
在
宅
歯
科

衛
生
士
１
名
へ
依
頼
す
る

予
定
。

地
区
サ
ロ
ン
へ
の
歯
科
衛
生
士
派
遣
実
施

　
　

地
方
公
営
企
業
法
委

託
料
を
予
算
計
上
し
て
い

る
が
、
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
委
託
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
５
年
度
に
事
業

移
行
を
目
指
す
も
の
で
、

農
業
集
落
排
水
と
公
共
下

水
道
を
一
本
化
し
て
運
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を

す
る
。

　
　

上
水
道
事
業
と
の
兼

ね
合
い
は
。

　
　

シ
ス
テ
ム
上
は
同
じ

と
な
る
が
、
詳
細
項
目
を

見
直
す
作
業
が
必
要
と
な

る
見
込
み
。

地
方
公
営
企
業
法
へ
令
和
５
年
度
事
業
移
行
を
目
指
す
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専決第 1号 専決処分について（専決第 1号）

原　
　

案　
　

可　
　

決

議案第 19 号 町道路線の認定

原　
　

案　
　

可　
　

決

新型コロナワクチン接種体制確保にかかる予算を、地方自治法第 179 条第
1項の規定により町長が専決処分したため、議会へ報告するもの。

新たに町内の 3 路線（豊作線、花園清水線、地切呼石線）
を町道として認定し管理する。

議案第 3号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正 議案第 20 号 町道路線の変更

塙町議会議員の旅費支給額を、町長等（特別職）と同額にす
る条例改正。 

町内 2 路線（末広町 2 号線、清水大畑線）について、道路
管理内容を一部変更する。

議案第 4号 特別職の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 議案第 21 号 令和 2年度塙町一般会計補正予算（第 7号）

町長等の特別職への旅費支給を、職員等の旅費に関する条例に
準じて支給する条例改正。

2 億 298 万円減額補正し、予算額 80 億 5,766 万円とする。
主な内容は、年度末による各事業の実績額確定によるもの。

議案第 5号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正 議案第 22 号 令和 2年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第 4号）

職員等の旅費に関する条例の一部改正に伴う、本条例の該
当条文文言の整備をするための条例改正。 

1383 万円減額補正し、予算額 9億 5,290 万円とする。
主な内容は、年度末による各事業の実績額確定によるもの。

議案第 6号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 議案第 23 号 令和 2年度塙町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第 3号）

職員による重機運転作業を特殊勤務手当支給とし、新型コロナウイルス感染症
に関する措置に関する作業従事の支給規定を追加する条例改正。

308 万円減額補正し、予算額 1億 8,743 万円とする。
主な内容は、年度末による各事業の実績額確定によるもの。

議案第 7号 職員等の旅費に関する条例の一部改正 議案第 24 号 令和 2年度塙町公共下水道事業特別会計補正予算（第 3号）

出向等により赴任する職員に対する移転料や着後手当を新設し、
その他支給要件を実情に合わせた整備をする条例改正。 

744 万円減額補正し、予算額 2億 708 万円とする。
主な内容は、年度末による各事業の実績額確定によるもの。

議案第 8号 塙町国民健康保険条例の一部改正 議案第 25 号 令和 2年度塙町介護保険特別会計補正予算（第 4号）

新型コロナウイルス感染症に関する文言が、上位法で追加
され施行されたことに伴う条例改正。 

1,393万円減額補正し、予算額10億 7,019万円とする。
主な内容は、年度末による各事業の実績額確定によるもの。

議案第 9号 塙町国民健康保険税条例の一部改正 議案第 26 号 令和2年度塙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

上位法の改正により、軽減判定所得基礎額の引き上げと、被保険者のうち給
与所得者と年金受給者から算出される基礎額を追加する条例改正。

141 万円減額補正し、予算額 1億 1,028 万円とする。
主な内容は、年度末による各事業の実績額確定によるもの。

議案第 10 号 塙町介護保険条例の一部改正 議案第 27 号 令和2年度塙町上水道事業会計補正予算（第2号）

第 8期塙町介護保険事業計画の策定に伴い、令和 3年度から令和 5年度までの介護保険料
改正を行う条例改正で、第 1号被保険者が段階別に一部保険料率が軽減される。

収益的収入を 297 万円増額補正し、予算額 2億 6,479 万円とする。
収益的支出を 122 万円増額補正し、予算額 2億 5,454 万円とする。

議案第 11 号
塙町指定介護予防支援事業者の指定に関し
必要な事項や基準を定める条例の一部改正

議案第 28 号 令和 3年度塙町一般会計予算

令和 3年 4月 1日より、介護予防支援事業者に関する国が定める基準が、新型コロナ
関連を含む複数項目で改正になったことにより、町条例もあわせて改正する。

歳入歳出予算額を 65 億 8,589 万円とする新年度予算。
対前年比で 3億 902 万円増額（4.92％）となった。 

議案第 12 号
塙町指定居宅介護支援事業人員や運営基準
を定める条例の一部改正

議案第 29 号 令和 3年度塙町国民健康保険特別会計予算

令和 3年 4月 1日より、指定居宅介護支援事業に関する国が定める基準が、新型コ
ロナ関連を含む複数項目で改正になったことにより、町条例もあわせて改正する。

歳入歳出予算額を 9億 6,054 万円とする新年度予算。
対前年比で 2,114 万円減額（△ 2.15％）となった。 

議案第 13 号
塙町指定地域密着型サービス事業の人員や
運営基準を定める条例の一部改正

議案第 30 号
令和 3 年度塙町農業集落排水処理事業特別
会計予算

令和 3年 4月 1日より、指定地域密着型介護サービス事業に関する国が定める基準が、新型コ
ロナ関連を含む複数項目で改正になったことにより、町条例もあわせて改正する。

歳入歳出予算額を 1億 1,650 万円とする新年度予算。
対前年比で 1,864 万円減額（△ 13.79％）となった。

議案第 14 号
塙町指定介護予防サービス事業の人員や運
営基準等を定める条例の一部改正

議案第 31 号 令和 3年度塙町公共下水道事業特別会計予算

令和 3年 4月 1日より、地域密着型介護予防サービス事業に関する国が定める基準が、新型コ
ロナ関連を含む複数項目で改正になったことにより、町条例もあわせて改正する。 

歳入歳出予算額を 2億 3,530 万円とする新年度予算。
対前年比で 2,439 万円増額（11.56％）となった。

議案第 15 号 塙町辺地総合整備計画の策定 議案第 32 号 令和 3年度塙町介護保険特別会計予算

令和 2年度で計画が終了する那倉地域の新たな整備計画で、町道
補修事業を計上することで有利な財源確保が可能となる。

歳入歳出予算額を 10 億 4,589 万円とする新年度予算。
対前年比で 3,112 万円増額（3.07％）となった。 

議案第 16 号 塙町辺地総合整備計画の変更 議案第 33 号 令和 3年度塙町後期高齢者医療特別会計予算

湯岐地区の整備計画に計上されている、令和 3 年度実施の湯遊ランドはなわ施設整備改修事業について計画
変更するもの。事業費の変更に伴うもので、実施にあたり有利な財政措置が該当となる見込み。 

歳入歳出予算額を 1億 1,080 万円とする新年度予算。
対前年比で 40 万円減額（△ 0.36％）となった。 

議案第 17 号 塙町デイサービスセンターの指定管理者の指定 議案第 34 号 令和 3年度塙町上水道事業会計予算

塙町デイサービスセンターの指定管理について、社会福祉法人塙
町社会福祉協議会へ令和3年4月1日から3年間管理者とするもの。

収益的収入を 2 億 6,385 万円、収益的支出を 2 億 5,942 万円とし、
資本的収入を2,300万円、資本的支出を9,735万円とする新年度予算。

議案第 18 号 町道路線の廃止

町道黒助線と花園線について、現地の現状に即した道路管
理をすべく路線廃止をする。 

議　案　等　の　審　議　結　果　一　覧　表

　
　

月
定
例
会
は
、
３
月
10
日

　
　

（
水
）
か
ら
17
日
（
水
）
ま

で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

専
決
処
分
１
件
、
条
例
関
係

12
件
、
計
画
変
更
等
６
件
、
予

算
14
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
３
月
12
日
と
15
日
に
行

い
、
合
計
７
名
の
議
員
が
町
政

全
般
の
問
題
を
質
す
た
め
に
登

壇
し
ま
し
た
。
定
例
会
期
中
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
町
内
発
生
事
例
が

あ
っ
た
た
め
、
傍
聴
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
難
し
い
議
会
運
営

と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
会
期

全
日
程
を
滞
り
な
く
終
了
し
ま

し
た
。

３ ３月

定 例 会 の
あ ら ま し

⼀
般
会
計
予
算
を
約
２
億
円
減
額
補
正

ソリューションウォーター配布

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
関
連　
　
　
　

３
９
７
１
万
円

　

接
種
会
場
設
営
や
接
種
チ
ケ
ッ
ト
印
刷
か
ら
郵
送
経
費
、
接
種
会

場
ま
で
の
送
迎
用
自
動
車
借
り
上
げ
、
待
合
用
テ
ン
ト
、
ワ
ク
チ
ン

保
管
冷
蔵
庫
購
入
な
ど
を
含
み
全
額
国
庫
補
助
。

・
林
業
専
用
道
整
備
工
事
（
白
石
沢
線
）　
　
　
　

１
５
０
０
万
円

　

令
和
３
年
度
分
事
業
が
前
倒
し
で
執
行
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
計
上
。
実
際
の
工
事
は
次
年
度
に
繰
り
越
し
て
着
工
と
な
る
。

・
町
内
各
小
中
学
校
教
室
網
戸
設
置
工
事　
　
　
　
　

７
９
６
万
円

　

教
室
内
の
密
閉
空
間
予
防
と
、
児
童
や
生
徒
、
教
職
員
間
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
網
戸
の
取
り
付
け

工
事
を
実
施
す
る
。
予
算
は
全
額
国
庫
補
助
対
応
で
、
実
際
の
工
事

は
次
年
度
繰
り
越
し
て
着
工
と
な
る
。

・
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
改
修
工
事　
　
　
　
　
　

△
１
１
６
９
万
円

　

当
初
計
画
し
て
い
た
施
設
改
修
（
太
陽
熱
シ
ス
テ
ム
導
入
）
が
、

補
助
金
不
採
択
に
よ
り
実
施
を
取
り
や
め
た
こ
と
に
よ
る
減
額
補

正
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

産業祭中止を発表する宮田町長

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
執
行
は
、
昨
年
３
月
議
会
で
議
決
以
降
今
回
の
補
正

で
７
回
目
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関
連
の
増
額
と
、
令
和
２
年
度
中
に
実

施
し
た
各
事
業
の
実
績
に
基
づ
く
予
算
減
額
と
合
わ
せ
、
全
体
で
２
億
２
９
８
万
円

減
額
の
合
計
８
０
億
５
７
６
６
万
円
と
す
る
も
の
。
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町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
補
正

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
事
業
確
定
に
伴
う
減

額
補
正
が
主
な
内
容
だ
っ
た
。
予
算
の
補
正

は
当
初
予
算
確
定
後
の
政
治
、
経
済
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
既
定
の
予
算
に
追

加
、
減
額
変
更
を
す
る
た
め
で
あ
り
、
国
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交
付
金
を
第
３
次

補
正
予
算
と
し
て
地
方
公
共
団
体
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
に
令
和
２
年
度
に
お
い

て
予
算
措
置
を
し
ま
し
た
。感
染
拡
大
防
止
、

雇
用
の
維
持
や
事
業
の
継
続
な
ど
経
済
活
動

へ
の
支
援
が
目
的
。
町
は
、
国
の
臨
時
交
付

金
が
確
定
さ
れ
た
時
点
で
こ
の
３
月
定
例
会

へ
補
正
予
算
編
成
す
べ
き
で
あ
る
。
一
日
も

早
く
町
民
へ
臨
時
交
付
金
の
各
定
額
を
知
ら

せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
講
じ
る
責

　
　
　
　
　
　
　

務
が
あ
る
と
思
う
。

吉
田
克
則
議
員

　

事
業
を
執
行
す
る
た
め
に
は
予
算
化
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
予
算
措
置
が
と
れ
な
い

も
の
や
見
込
み
で
対
応
す
る
も
の
に
対
し
て
財

政
調
整
基
金
で
あ
て
て
い
る
。
実
際
に
事
業
を

進
め
て
い
く
う
え
で
、
事
業
確
定
に
伴
う
減

額
補
正
は
全
く
問
題
な
い
。

金
澤
太
郎
議
員

討
論

反
対

賛
成

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
予
約
管
理

　
　
　

シ
ス
テ
ム
予
算
を
減
額
す
る
理

由
は
。

　
　
　

現
状
町
民
へ
の
カ
ー
ド
交
付
率

　
　
　

か
ら
、
新
規
シ
ス
テ
ム
導
入
よ

り
現
状
の
方
法
で
も
事
務
に
支
障
な
く

管
理
で
き
る
た
め
。

　
　
　

補
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

　
　
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い

て
国
へ
の
予
算
要
望
を
し
て
い
る
と
の

話
だ
が
、
な
ぜ
令
和
２
年
度
中
に
実
施

さ
れ
る
事
業
が
補
正
し
な
い
の
か
。

　
　
　

提
案
説
明
の
中
で
、
説
明
不
足

　
　
　

だ
っ
た
。
財
源
充
当
な
ど
感
染

対
策
事
業
に
お
い
て
、
国
の
ほ
う
か
ら

の
３
次
交
付
限
度
額
と
い
う
形
で
、
塙

町
は
１
７
１
万
円
が
補
正
計
上
し
て
い

る
。
た
だ
財
源
充
当
の
た
め
新
規
事
業

と
し
て
は
上
が
っ
て
い
な
い
た
め
見
え

な
い
も
の
だ
っ
た
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
事
業
が

　
　
　

実
施
で
き
な
か
っ
た
部
分
に
つ

い
て
、
補
正
予
算
で
減
せ
ず
繰
り
越
し

対
応
は
な
ぜ
し
な
い
の
か
。

　
　
　

事
業
と
し
て
期
限
を
決
め
て
事

　
　
　

業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
過

ぎ
れ
ば
予
算
執
行
が
で
き
な
か
っ
た
不

要
残
と
い
う
こ
と
で
落
と
し
て
い
る
。

　
　
　

工
事
請
負
費
１
４
０
０
万
円
旧

　
　
　

塙
幼
稚
園
の
施
設
改
修
の
詳
細

は
。

　
　
　

建
物
の
用
途
変
更
に
伴
う
追
加

　
　
　

工
事
で
、
ス
ロ
ー
プ
や
車
い
す

利
用
者
用
ト
イ
レ
な
ど
の
設
置
が
必
要

と
な
っ
た
。
施
設
運
用
開
始
は
令
和
３

年
夏
ご
ろ
の
予
定
。

　
　
　

米
全
袋
検
査
を
実
施
し
た
機
器

　
　
　

は
、
検
査
終
了
後
ど
う
な
っ
た

の
か
。

　
　
　

町
内
２
か
所
に
設
置
し
て
い
た

　
　
　

検
査
機
は
令
和
２
年
12
月
中
に

撤
去
し
県
へ
返
却
し
た
。

　
　
　

エ
ー
ル
給
付
金
の
現
状
は
ど
う

　
　
　

な
っ
た
の
か
。

　
　
　

計
画
で
は
３
０
０
事
業
所
を
予

　
　
　

定
し
て
い
た
が
、
実
際
は
２
０

２
事
業
所
の
受
付
で
67
％
の
執
行
率

だ
っ
た
。

ＡＡ QQ 質
疑
質
疑

　

出
向
等
に
よ
る
職
員
の
移
転
料
や
着
後
手
当
を
新
設
し
、
ど
ち
ら
も
職
員
本
人

と
世
帯
ご
と
の
赴
任
を
加
味
し
た
扶
養
家
族
に
も
そ
の
対
象
範
囲
と
す
る
点
と
、

実
情
に
合
わ
せ
た
現
行
の
旅
費
支
給
要
件
を
見
直
す
条
例
改
正
。

質
疑

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
改
正

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
改
正

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
改
正

　
　
　

今
回
の
条
例
改
正
の
中
に
は
、

　
　
　

町
で
行
財
政
改
革
大
綱
を
作
成

し
た
が
、
推
進
す
る
う
え
で
、
改
革
を

含
め
た
条
例
改
正
な
の
か
。

　
　
　

基
本
的
に
は
行
財
政
改
革
の
中

　
　
　

の
経
費
節
減
等
の
部
分
も
あ
る

が
、
今
回
改
正
の
主
な
部
分
は
職
員
の

ほ
か
へ
の
派
遣
を
含
め
て
、
県
準
拠
に

す
る
た
め
の
条
例
改
正
。

　
　
　

改
正
の
詳
細
で
、
宿
泊
料
な
ど

　
　
　

が
町
長
等
と
そ
れ
以
外
の
職
員

で
差
が
で
き
た
。
な
ぜ
経
費
節
減
を
う

た
っ
て
い
る
中
で
料
金
の
差
を
つ
け
て

上
げ
る
の
か
。

　
　
　

基
本
的
に
特
別
職
な
の
で
、
一

　
　
　

般
職
員
と
は
別
算
定
で
あ
り
差

が
つ
い
て
い
る
。

　
　
　

料
金
算
定
の
根
拠
は
何
か
。
日

　
　
　

当
は
同
額
だ
が
宿
泊
料
や
食
卓

料
に
一
般
職
と
差
が
つ
い
て
い
る
。

　
　
　

県
の
準
拠
で
基
礎
額
を
算
定
し

　
　
　

て
い
る
が
、
宿
泊
料
の
違
い
は

特
別
職
は
安
全
性
を
担
保
で
き
る
宿
泊

施
設
で
、
通
常
よ
り
も
若
干
高
い
値
段

設
定
と
な
る
こ
と
が
一
般
的
。

　

特
別
職
は
一
般
職
員
と
は
仕
事
に
も
差
が
あ

り
、
当
然
給
与
に
も
相
応
の
差
が
つ
い
て
い
る
。

今
回
の
改
正
は
当
然
で
あ
る
。
塙
町
独
自
の
行

政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
県
に
準
拠
す
る
条
例

改
正
は
望
ま
し
い
措
置
と
考
え
る
。

賛
成

金
澤
太
郎
議
員

　
　
　
　
　

特
別
職
の
宿
泊
料
や
食
卓
料
を

一
般
職
よ
り
高
額
に
設
定
し
、
優
遇
す
る
条

例
改
正
で
あ
る
。
町
長
等
が
報
酬
が
多
く

な
っ
て
い
る
現
状
は
、
職
員
と
差
が
つ
け
る

改
正
に
納
得
い
か
な
い
。
日
当
、
宿
泊
料
な

ど
は
一
般
職
員
と
同
額
が
望
ま
し
い
。
自
ら

行
政
改
革
を
推
進
し
、
経
費
節
減
に
取
り
組

　
　
　
　
　
　
　

む
べ
き
。

吉
田
克
則
議
員

反
対

討
論

ＡＡ QQＡＡ QQ

ＡＡ QQＡＡ QQＡＡ QQ

町議会ホームページ
議会の様子（一般質問）を視聴できます

「塙町ホームページ」→「塙町議会」→「議会中継」

クリックすると動画を視聴できます。

※議会終了後、2～ 3週間後の配信になります。

※その他の質疑は、「会議録」をクリックしご覧

ください。

☜

議案第 21 号
令和 2年度塙町一般会計補正予算
（第 7号）

金
澤
太
郎

菊
地
哲
也

鈴
木
元
久

吉
村
守
広

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

割
貝
寿
一

原案可決（賛成 9：反対 3） ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ―

○：賛成、●：反対　　※なお議長（割貝寿一）は採決に加わらない

ＡＡ QQQQ ＡＡ QQＡＡ

議案第 7号
職員等の旅費に関する条例改正

金
澤
太
郎

菊
地
哲
也

鈴
木
元
久

吉
村
守
広

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

割
貝
寿
一

原案可決（賛成 8：反対 4） ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ―

○：賛成、●：反対　　※なお議長（割貝寿一）は採決に加わらない
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議
会
の
傍
聴
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
議
会
中
継
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、

投
稿
依
頼
に
同
意
し
て
、
リ
モ
ー

ト
で
議
会
中
継
を
拝
見
し
ま
し

た
。

　

驚
き
で
す
。
自
宅
で
議
会
が

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
生
配

信
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）。
自
然

に
議
員
の
活
動
が
見
ら
れ
、
議

会
が
身
近
に
な
り
ま
し
た
。
い

つ
か
ら
議
会
中
継
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
か
？　

議
会
中
継
の

Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
く
も
っ
た
い
な
い

な
と
感
じ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）
を
進
め
る
の
も

方
策
か
な
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

大
規
模
災
害
を
予
想
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
、
リ
モ
ー
ト
会
議
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
時
代
で
す
。

画
像
が
大
き
い
と
見
や
す
い
と

思
い
ま
す
。

　

同
じ
趣
旨
の
一
般
質
問
の
場

合
は
調
整
が
必
要
で
す
。
町
民

の
意
見
を
把
握
し
、
自
ら
議
会

活
動
を
説
明
し
て
さ
ら
な
る
資

質
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
で
す
。

執
行
部
と
相
互
に
牽
制
し
合
い
、

町
の
適
正
な
運
営
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

芳賀 宏美さん（代官町）

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
と

　
　

感
想
は

　令和３年３月定例会で、リモート傍聴をされた方へ

インタビューを実施し、感想や意見をいただきました。

―
議
会
に
対
す
る

　
　
　

ご
意
見
や
要
望
―

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は

一般質問 町政を問う町政を問う町政を問う

質問登壇議員一覧 ページ

七
ななみや

宮 広
ひろき

樹議員
・特別教育課程

・成人式

・さくらタウン末広

・森林アカデミー実習林
Ｐ12

鈴
すずき

木　 茂
しげる

議員 ・新型コロナワクチン ・湯遊ランドはなわ運営 Ｐ13

下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員
・役場庁舎改築

・耕作放棄地解消
・新型コロナワクチン Ｐ14

菊
きくち

地 哲
てつや

也議員
・新型コロナワクチン

・役場庁舎改築

・子ども第３の居場所づくり
Ｐ15

金
かなざわ

澤 太
たろう

郎議員
・学校給食関連

・新型コロナワクチン

・ふるさと納税
Ｐ16

青
あおと

砥 與
ようぞう

藏議員
・東日本台風復旧

・タブレット教育

・イノシシ肉販売加工

・地域公共交通
Ｐ17

吉
よしだ

田 克
かつのり

則議員
・役場庁舎改築

・町財政状況　　

・町補助金支出

・その他の質問
Ｐ18

スマートフォンなどお持ちの方で、
専用アプリでＱＲコードを読み取
ると録画映像がご覧いただけます。

一
般
質
問
と
は

　

議
員
が
町
長
な
ど
に
対
し
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
事
務

の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問
は
、
質
問
登
壇

議
員
自
ら
が
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

リモート傍聴インタビューリモート傍聴インタビューリモート傍聴インタビュー
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質
問

答
弁

　
　
　

自
然
教
育
の
中
で
得
た
知

識
を
、
子
ど
も
達
が
主
体
に
な
っ

て
、
発
信
力
を
学
ぶ
機
会
を
与
え

る
考
え
は
。

　
　
　

塙
小
学
校
で
は
田
ん
ぼ
の

学
校
、
ま
た
笹
原
小
学
校
で
は
自

然
探
検
・
放
射
線
学
習
・
環
境
教

育
を
実
施
し
、
学
校
だ
よ
り
の
発

行
や
教
室
へ
の
掲
示
を
行
い
成
果

発
表
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
道
の
駅
や

図
書
館
な
ど
公
共
施
設
に
設
置
し

広
く
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

　
　
　

塙
町
の
豊
か
な
自
然
を
通

し
、
子
ど
も
た
ち
に
環
境
問
題
・

防
災
教
育
・
愛
郷
心
育
成
と
共
に
、

子
ど
も
た
ち
が
主
体
に
な
っ
て
、
発

信
力
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
る
考
え

は
。

　
　
　

現
在
、
教
育
特
区
構
想
、

仮
称
「
自
然
教
育
子
ど
も
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
然
教
育
・
防

災
教
育
を
体
験
し
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
、
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
で
訪
れ
た

大
人
や
子
ど
も
た
ち
に
、
塙
町
の

自
然
・
伝
統
・
文
化
・
歴
史
を
伝

え
、
交
流
人
口
増
加
の
一
助
と
と

も
に
、
愛
郷
心
育
成
と
人
口
流
出

防
止
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
増
加
の
き
っ

か
け
と
し
た
い
。

　
　
　

地
域
の
特
色
を
教
材
に
、

小
・
中
学
校
で
自
然
教
育
の
子
ど

も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
養
成
す
る
、

特
別
教
育
課
程
を
編
成
す
る
考
え

は
。

　
　
　

小
学
校
に
お
い
て
は
総
合

学
習
の
時
間
を
、
中
学
校
に
お
い

て
は
部
活
と
し
て
対
応
で
き
な
い

か
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
作
成
し
、

小
・
中
学
校
と
協
議
し
検
討
す
る
。

　
　
　

町
で
は
中
小
企
業
等
に

対
し
、
さ
ら
な
る
支
援
策
を
協

議
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

第
三
次
臨
時
交
付
金

１
億
２
８
０
０
万
円
の
内
示
が

あ
り
、
活
用
法
を
検
討
す
る
。

　
　
　

さ
く
ら
タ
ウ
ン
末
広
内

の
公
園
整
備
と
、
遊
具
設
置
の

考
え
は
。

　
　
　

住
民
の
希
望
な
ど
考
慮

し
な
が
ら
、
遊
具
設
置
も
検
討

す
る
。

　
　
　

さ
く
ら
タ
ウ
ン
末
広

の
、
北
側
と
西
側
に
水
路
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
ふ
た
が
無

く
危
険
と
感
じ
る
が
。

　
　
　

県
の
補
助
金
を
活
用

し
、
５
月
末
ま
で
に
グ
レ
ー
チ

ン
グ
ふ
た
を
設
置
す
る
。

　
　
　

今
年
の
成
人
式
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
為
、
延
期
に
な
っ
た
が
、

今
後
の
開
催
時
期
と
、
新
成
人

の
呼
び
か
け
は
。

　
　
　

感
染
症
の
状
況
を
見
極

め
て
10
月
か
ら
12
月
頃
に
開
催

を
計
画
し
、
開
催
日
の
３
か
月

程
度
前
か
ら
個
別
に
通
知
を
出

し
た
い
。

　
　
　

森
林
ア
カ
デ
ミ
ー
実
習

林
が
塙
町
に
決
ま
り
、
本
格
的

稼
動
に
当
た
り
県
と
の
連
携
は
。

　
　
　

令
和
３
年
度
か
ら
演
習

林
と
し
て
、
実
技
研
修
教
育
に

利
用
す
る
。
令
和
４
年
度
は
15

名
程
度
の
学
生
を
募
集
し
、
演

習
林
に
お
い
て
実
習
す
る
。

　
　
　

羽
黒
山
の
景
観
整
備
に

よ
り
、
徐
々
に
山
の
美
し
さ
が

よ
み
が
え
っ
て
き
て
い
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

埋
蔵
文
化
財
保
護
法
・

保
安
林
・
共
有
地
な
ど
課
題
が

多
い
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
素

晴
ら
し
い
景
観
を
楽
し
め
る
場

所
と
し
て
、
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

豊かな自然を教材に、
特別教育課程を

文部科学省・教育特区を目指す

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹 議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

実
施
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る

町
づ
く
り
の
諸
課
題
に
対
し
て

田んぼの学校の風景

大変な時は、
大きく変わる時

　　　
　
　

高
齢
者
の
対
象
者

は
何
名
か
。

　
　
　

３
１
６
３
名
で
あ

る
。

　
　
　

具
体
的
な
接
種
の

流
れ
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　

問
診
票
に
よ
り
医

者
が
判
断
し
、
接
種
は
看

護
師
が
行
う
。
終
了
後
に

接
種
済
証
を
交
付
し
、
次

の
接
種
日
を
確
認
し
そ
の

後
健
康
観
察
を
行
う
。

　
　
　

１
日
あ
た
り
の
接

種
予
定
人
数
は
。

　
　
　

４
ブ
ー
ス
で
行

い
、
１
時
間
30
か
ら
40
人

２
時
間
で
２
８
０
人
を
想

定
し
て
い
る
。

　
　
　

当
日
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
　

１
回
の
接
種
に
３

日
間
を
割
り
当
て
る
。
仮

に
ワ
ク
チ
ン
が
残
っ
た
場

合
、
高
齢
者
施
設
に
回
せ

る
か
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

施
設
入
所
者
へ
の

接
種
は
ど
の
よ
う
に
。

　
　
　

各
施
設
に
出
向
い

て
行
い
た
い
。

　
　
　

接
種
の
地
区
別
順

番
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
配
分
量

も
少
な
く
、
ま
だ
決
定
し

て
い
な
い
。

　
　
　

基
礎
疾
患
は
ど
の

よ
う
に
判
定
す
る
か
。

　
　
　

医
療
機
関
に
相
談

し
、手
を
挙
げ
て
も
ら
う
。

新型コロナ収束は
ワクチンの早期接種
しかない

鈴
すずき

木　茂
しげる

議員

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
詳
細
を
問
う

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質 問答 弁
質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

　
　
　

令
和
２
年
度
の
経
営

状
況
は
。

　
　
　

令
和
３
年
２
月
ま
で

で
昨
年
対
比
25
％
の
売
り
上

げ
で
、
年
度
末
２
５
０
０
万

の
赤
字
と
見
込
ま
れ
る
。

　
　
　

事
業
分
析
を
行
う
相

手
先
は
。

　
　
　

(

株)

旅
館
マ
ネ
メ

ン
ト
サ
ポ
ー
ト
で
委
託
料
は

３
３
０
万
。

　
　
　

委
託
事
業
の
進
捗
状

況
は
。

　
　
　

令
和
３
年
３
月
末
ま

で
に
社
員
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

経
営
状
況
の
分
析
結
果
を
取

り
ま
と
め
る
見
込
み
。

　
　
　

令
和
３
年
度
の
経
営

指
導
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。

　
　
　

委
託
契
約
に
よ
り
指

導
を
受
け
る
が
、
相
手
先
は

未
決
定
。

　
　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指

導
を
受
け
な
い
と
自
力
経
営

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　

町
民
の
健
康
福
祉
施

設
で
あ
り
交
流
施
設
。
黒
字

経
営
を
求
め
て
ば
か
り
は
い

な
い
。
町
の
補
填
は
や
む
を

得
な
い

　
　
　

今
後
も
税
金
投
入
は

続
け
る
の
か
。

　
　
　

施
設
再
生
の
投
資
で

あ
り
、
し
っ
か
り
と
こ
の
後

も
守
っ
て
い
く
。

　
　
　

現
場
と
町
当
局
の
一

体
感
が
不
可
欠
で
、
副
町
長

を
出
向
さ
せ
る
考
え
は
な
い

か
。

　
　
　

考
え
て
い
な
い
。

久慈川水系の源流

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

コンサルタントによる湯遊ランド
はなわ経営分析と診断を問う
指導を受けながらしっかりと守ってゆく

答
弁

答
弁

質
問

質
問

新型コロナワクチン集団接種シミュレーション

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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質
問

答
弁

　
　
　

平
成
29
年
度
地
方
財
政

対
策
に
、
市
町
村
役
場
機
能
緊

急
保
全
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
の
に
、
な
ぜ
今
な
の
か
。

　
　
　

検
討
を
進
め
る
中
で
、

改
修
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か

る
こ
と
及
び
耐
震
補
強
に
よ
り

使
い
勝
手
が
悪
く
な
る
こ
と
か

ら
、
建
替
え
と
の
比
較
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
な
り
、
時
間
を

要
し
た
。

　
　
　

市
町
村
役
場
機
能
緊
急

保
全
事
業
を
活
用
す
る
際
、
費

用
返
済
計
画
は
ど
う
な
る
の

か
。

　
　
　

公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
で
地
方
債
を
借
り
た

場
合
、
返
済
期
間
は
据
え
置
き

５
年
以
内
で
償
還
期
限
３
０
年

以
内
が
最
大
で
あ
り
、
概
算
で

毎
年
１
１
０
０
万
円
程
度
交
付

税
措
置
さ
れ
、
４
０
０
０
万
円

ず
つ
30
年
で
償
還
す
る
予
定
で

考
え
て
い
る
。

　
　
　

広
報
は
な
わ
３
月
号
に

掲
載
さ
れ
た
新
庁
舎
建
設
計
画

は
、
町
民
に
理
解
を
得
ら
れ
て

い
る
か
。

　
　
　

町
民
に
と
っ
て
新
庁
舎

建
設
計
画
が
利
益
に
な
る
か
、

し
っ
か
り
と
説
明
責
任
を
今
後

果
た
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

塙
町
個
別
施
設
計
画

で
、
役
場
本
庁
舎
建
替
え
等
の

ほ
か
に
も
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

塙
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
中
で
、
具
体
的
な

建
替
え
計
画
は
令
和
４
年
度
第

２
分
団
第
２
班
、
令
和
５
年
度

第
２
分
団
第
５
班
の
消
防
屯
所

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
訴
訟
問
題
等
の
事
案
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
　

健
康
被
害
が
生
じ
た
場

合
、
そ
の
因
果
関
係
を
厚
生
労
働

大
臣
が
認
定
し
た
時
に
は
、
予
防

接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
に
よ
り

状
況
に
応
じ
た
給
付
が
あ
る
。

　
　
　

学
校
教
育
に
携
わ
る
先
生

方
及
び
職
員
の
方
々
の
接
種
順
位

は
。

　
　
　

重
症
化
リ
ス
ク
等
の
大
き

さ
を
踏
ま
え
、
国
で
決
め
た
接
種

順
位
で
実
施
す
る
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ス
75
度
で
の
保
存

管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
の
管
理
は
。

　
　
　

塙
町
で
は
、
非
常
電
源
装

置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
セ
ン

タ
ー
に
、
冷
凍
フ
リ
ー
ザ
ー
を
設

置
す
る
予
定
で
停
電
時
も
対
応
で

き
る
。

平成29年度・国の予算に緊急保全事業が
盛り込まれていたのになぜ今なのか

当時は庁舎改修で考えていた

下
しもじゅう

重 義
よしと

人 議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

被
害
救
済
制
度
に
よ
り
給
付
が
あ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
事
案
対
応
は

コロナ禍には
ぼやきたくもなるよね

　
　
　

塙
町
に
住
民
票
は

あ
る
が
学
校
や
仕
事
で
町

外
に
い
る
方
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
応
は
。

　
　
　

現
在
住
ん
で
い

る
、
又
は
接
種
を
受
け
た

い
市
町
村
へ
、
住
所
地
外

接
種
希
望
の
申
請
を
出
し

て
も
ら
い
住
所
地
外
接
種

届
出
済
書
を
発
行
し
て
貰

う
。
接
種
券
は
塙
町
で
発

行
す
る
。

　
　
　

副
反
応
へ
の
対
応

は
。

　
　
　

塙
厚
生
病
院
が
相

談
窓
口
と
な
る
。
消
防
署

と
の
連
携
も
と
っ
て
い

く
。

ぬくもりある施策を

菊
きくち

地 哲
てつや

也 議員

町
外
に
い
る
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

住
所
地
外
接
種
希
望
申
請
を
出
し
て

い
た
だ
く

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質 問答 弁

質
問

答
弁

　
　
　

子
ど
も
第
３
の
居
場
所
事
業
で

の
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
の
現
況
は
。

　
　
　

今
年
11
月
に
正
式
決
定
と
な
る

予
定
。

　
　
　

子
ど
も
第
３
の
居
場
所
事
業
へ

の
理
念
、
考
え
方
は
。

　
　
　

子
ど
も
た
ち
が
未
来
へ
希
望
を

持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く

力
を
育
む
環
境
を
町
全
体
で
作
っ
て
い

く
。　

　
　
　

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
対
象
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

家
庭
の
事
情
に
よ
り
困
難
を

も
っ
て
い
る
子
ど
も
を
考
え
て
い
る

が
、
学
童
保
育
の
時
間
が
終
わ
っ
た
後

の
希
望
者
な
ど
も
受
け
入
れ
て
い
き
た

い
。

　
　
　

財
団
か
ら
の
資
金
支
援
は
。

　
　
　

開
設
費
用
と
し
て
５
０
０
０
万

円
、
３
年
間
毎
月
60
万
円
が
支
援
さ
れ

る
。

 
 
 

資
金
支
援
が
な
く
な
っ
た
後
の

運
営
資
金
は
。

　
　
　

企
業
等
に
協
力
を
お
願
い
し
た

り
、
町
と
し
て
も
支
援
す
る
。

　
　
　

施
設
の
場
所
は
決
ま
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　

開
設
費
用
の
支
援
が
あ
る
の
で

選
択
肢
を
多
岐
に
考
え
て
い
る
。

　
　
　

子
ど
も
第
３
の
居
場
所
事
業
の

見
通
し
は
。

　
　
　

子
ど
も
、
家
庭
支
援
、
高
齢
者

対
策
と
し
て
高
い
理
想
を
持
ち
、将
来
、

町
の
負
担
に
な
ら
な
い
組
織
を
作
っ
て

い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

耕作放棄されている
「畑」の対応は
桜を植え花木として
海外への輸出を

　
　
　

現
在
増
え
続
け
て

い
る
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い

る
「
畑
」
へ
の
対
応
は
。

　
　
　

遊
休
農
地
や
耕
作

放
棄
地
の
畑
に
、
桜
を
植

え
花
木
と
し
て
採
取
し
、

海
外
へ
輸
出
す
る
事
業
の

取
り
組
み
を
始
め
て
い
き

た
い
。

答
弁

質
問

　
　
　

新
し
く
作
る
防
災
マ
ッ
プ

は
。

　
　
　

新
た
な
洪
水
浸
水
想
定
区

域
図
を
基
に
、
洪
水
、
土
砂
災
害
、

た
め
池
な
ど
各
マ
ッ
プ
を
一
体
に

す
る
。

　
　
　

庁
舎
改
築
の
基
本
設
計
を

進
め
る
う
え
で
町
民
へ
の
説
明

は
。

　
　
　

基
本
は
費
用
を
で
き
る
だ

け
か
け
な
い
こ
と
。
町
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

洪水浸水想定区域図が発表
されたが新庁舎設計は
たとえ１階が浸水しても2階は機能
するような設計を考えていく

子ども第３の居場所事業へ
の理念は

子どもたちを町全体で育てていく
質
問

答
弁

現在の庁舎内

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁



　
　
　

学
校
教
育
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
教
育
や
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
活
用

状
況
は
。

　
　
　

現
在
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
設
定
を
し
て

い
る
。
令
和
３
年
度
よ

り
教
職
員
の
研
修
後
、

生
徒
の
運
用
を
行
う
。
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一
昨
年
度
、
台
風

19
号
に
よ
る
大
き
な
被
害

が
あ
っ
た
が
、
守
崎
堰
・

釜
渕
堰
・
伊
香
堰
・
川
上

地
区
等
の
水
田
修
復
工
事

の
状
況
、
今
年
度
の
水
田

作
付
け
は
問
題
無
く
行
わ

れ
る
の
か
。

　
　
　

守
崎
堰
は
工
事
完

了
、
釜
渕
堰
は
工
事
が
完

了
、
今
後
、
水
路
補
修
工

事
を
行
う
。
伊
香
堰
は
令

和
３
年
度
よ
り
工
事
着
工

し
令
和
６
年
度
ま
で
に
完

成
予
定
し
て
い
る
。
川
上

地
区
の
水
田
作
付
け
は
今

年
度
復
旧
し
作
付
け
が
で

き
る
見
通
し
。

　
　
　

道
の
駅
前
（
上
石

井
）・
伊
香
堰
上
流
の
工

事
現
場
内
の
掘
削
土
砂
除

去
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

県
の
工
事
対
策
の

予
定
は
無
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

タブレット教育の現状は
令和3年度から運用を開始する
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質
問

答
弁

　
　
　

学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
の

考
え
方
は
。

　
　
　

生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
す

る
た
め
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

美
味
し
い
給
食
。
十
分
な
衛
生
管
理

の
下
、安
全
安
心
な
給
食
。
授
業（
家

庭
科
な
ど
の
教
科
）
と
関
連
し
た
献

立
の
作
成
。
一
人
一
人
個
に
応
じ
た

献
立
の
工
夫
を
す
る
こ
と
。
地
場
産

品
や
郷
土
食
等
を
活
用
し
た
献
立
の

工
夫
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

給
食
ご
と
の
食
べ
残
し
の
量

と
、
献
立
表
と
の
照
合
検
証
は
。
給

食
費
が
無
償
化
さ
れ
、
よ
り
食
べ
残

し
の
少
な
く
な
る
献
立
の
工
夫
な
ど

必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

食

べ

残

し

量

の

調

査
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
学
校
と
の
話
し

合
い
は
行
っ
て
い
る
。今
後
さ
ら
に
、

給
食
の
献
立
を
見
直
し
、
子
供
た
ち

の
食
の
進
む
・
食
べ
残
し
の
少
な
い

食
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
産
食
材
の
使
用
量
の
推
移

と
、
今
後
の
活
用
の
考
え
は
。

　
　
　

給
食
原
材
料
の
金
額
ベ
ー
ス

で
、
平
成
30
年
度
は
３
業
者
で
０
・

８
％
が
本
年
度
は
４
業
者
１
・
９
％

と
増
加
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
町
産

食
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

県
の
学
校
給
食
等
地
産
地
消

推
進
事
業
の
利
用
状
況
と
、
更
な
る

活
用
（
増
額
）
は
。

　
　
　

当
該
事
業
は
、
年
間
児
童
生

徒
一
人
１
食
５
０
０
円
の
助
成
事

業
。
令
和
２
年
度
は
５
７
５
人
×

５
０
０
円
で
２
８
７
５
０
０
円
の
助

成
を
受
け
て
い
る
。
当
該
事
業
は
方

針
を
注
視
し
、
可
能
な
限
り
の
活
用

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

給
食
提
供
に
お
け
る
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
は
。

　
　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
給
食
セ
ン
タ
ー
栄

養
教
諭
等
と
面
談
し
、
除
去
食
・
代

替
食
に
す
る
か
を
個
別
に
決
定
。
必

要
に
応
じ
て
は
代
替
食
持
参
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー

の
研
修
、
棚
倉
消
防
署
塙
分
署
の
指

導
に
よ
り　

エ
ピ
ペ
ン
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
研
修
等
を
実
施
し
、
現
場

で
の
対
応
力
強
化
に
も
努
め
て
い
る
。

　
　
　

代
替
食
持
参
の
場
合
、
給
食

費
無
償
化
後
の
対
応
は
。

　
　
　

無
償
化
前
は
、
代
替
食
分
を

除
い
た
金
額
を
集
め
て
い
た
。
現
在

特
段
の
対
応
を
し
て
い
な
い
が
、
無

償
化
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

対
応
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い

て
の
町
の
考
え
は
。

　
　
　

多
く
の
事
業
者
の
協
力
と
寄

付
を
頂
い
て
い
る
。
今
後
も
寄
付
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
模
索
し
、

寄
付
額
の
増
加
を
目
指
す
と
と
も

に
、
町
の
Ｐ
Ｒ
や
地
場
産
品
の
活
用

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
寄

付
額
の
推
移
は
。

　
　

平
成
27
年
度
１
９
６
４
万
８

千
円　

平
成
28
年
度
９
４
５
万
２
千

円　

平
成
29
年
度
１
３
４
３
万
円
平

成
30
年
度
１
１
３
９
万
３
千
円
令
和

元
年
度
９
２
６
万
３
千
円
本
年
度
２

月
末
時
点
で　

６
８
１
万
６
千
円
。

　
　
　

登
録
返
礼
品
と
寄
付
額
増
加

へ
の
考
え
は
。

　
　
　

町
の
産
品
に
は
伸
び
し
ろ
が

あ
り
、
町
の
持
っ
て
い
る
特
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
納
税
額
は
伸
び

て
い
く
と
考
え
る
。
返
礼
品
は
寄
付

者
に
迷
惑
か
け
ず
、
安
定
し
た
産
品

の
供
給
が
必
要
。
農
産
品
で
あ
れ
ば

道
の
駅
、
物
産
品
で
あ
れ
ば
商
工
会

の
物
産
協
会
で
の
と
り
ま
と
め
の
協

力
が
あ
れ
ば
、
返
礼
品
数
は
増
加
可

能
と
考
え
て
い
る
。
寄
付
者
の
ニ
ー

ズ
は
多
様
で
あ
り
、
事
業
者
の
公
募

も
継
続
し
、
返
礼
品
の
拡
大
を
図
り

た
い
。

学校給食の位置づけは

給食は学校教育における
食育にとって重要な教材

金
かなざわ

澤 太
たろう

郎 議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町
の
Ｐ
Ｒ
・
地
場
産
品
の
活
用
に
有
効
な
手
段
と
と
ら
え
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
の
考
え
は

食は生きる基本！

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

寄
せ
る
町
の
期
待
は
。

　
　
　

発
病
を
予
防
し
、
死
亡
者
・
重
傷
者
を
で

き
る
限
り
減
ら
し
、
結
果
と
し
て
蔓
延
防
止
を
図

る
た
め
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
事
業
で
、
一

刻
も
早
い
収
束
と
経
済
疲
弊
か
ら
の
脱
出
を
心
か

ら
願
っ
て
い
る
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
は
絶
対
で
は
な
く
、
接
種
後
も

新
し
い
生
活
様
式
は
継
続
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
町
の
啓
発
の
考
え
は
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
は
絶
対
で
は
な
い
。
新
し
い
生

活
様
式
の
周
知
啓
蒙
は
常
に
継
続
し
、
接
種
者
に

は
接
種
済
証
交
付
と
接
種
後
待
機
時
間
を
有
効
に

活
用
し
、新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
継
続
を
促
す
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質 問答 弁

東
日
本
台
風
か
ら
の
復
旧
状
況
は

ほ
ぼ
完
了
し
水
田
作
付
け
も
可
能

早期対応

青
あおと

砥 與
ようぞう

藏 議員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　

公
共
交
通
空
白
地
域
は
稲
沢
・

田
代
地
域
が
あ
る
が
、
バ
ス
路
線
か
ら

５
０
０
ｍ
離
れ
た
老
人
に
も
、
空
白
地

域
と
し
て
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

空
白
地
域
に
対
し
、
本
格
的
に

令
和
３
年
度
か
ら
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
令

和
３
年
度
７
０
０
万
円
の
予
算
を
付
け

実
証
実
験
を
行
う
。

本
格
的
な
実
証
運
行
を

令
和
３
年
度
行
う

公
共
交
通
空
白
地
域
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
検
討
し
て
は

質
問

答
弁

イ
ノ
シ
シ
肉
の
販
売
や
加
工
の
検
討
は

加
工
や
施
設
に
厳
し
い
条
件
が
あ
る

　
　
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
が
過
ぎ
、
今
な
お
、
放
射
能

に
よ
る
風
評
被
害
が
あ
る
。
イ

ノ
シ
シ
肉
の
販
売
の
許
可
の
見

通
し
や
、
イ
ノ
シ
シ
肉
の
売
買

禁
止
の
解
除
は
い
つ
に
な
る
の

か
。

　
　
　

原
子
力
災
害
対
策
特
別

処
置
法
に
よ
り
宮
城
・
福
島
・

茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
千
葉
県

で
出
荷
制
限
が
出
て
い
る
。
全

頭
検
査
の
上
、
条
件
付
き
で
解

除
さ
れ
て
る
。
広
域
的
に
基
準

値
以
下
に
な
る
こ
と
が
必
要
。

県
か
ら
解
除
宣
言
が
出
る
の
は

時
間
が
掛
か
る
と
思
う
。

　
　
　

ジ
ビ
エ
加
工
販
売
・
ジ

ビ
エ
処
理
建
物
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　

加
工
・
施
設
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
付
い
て
お
り
、

ま
た
、
経
営
が
厳
し
い
と
も
聞

い
て
い
る
の
で
、
近
隣
町
村
と

連
携
し
検
討
す
る
。

新型コロナウイルスワクチンに
期待することは
感染症の一刻も早い収束と、
経済疲弊からの脱出を期待する

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

エ
ピ
ペ
ン
…
ハ
チ
刺
傷
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
に
対
す
る
緊
急
補
助
治
療
に

使
用
さ
れ
る
医
薬
品
。

？

？

秋田県横手市のコミュニティーバス

質
問

答
弁

答
弁

質
問
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質
問

答
弁

　
　
　

急
遽
庁
舎
新
築
が
必
要

に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　

耐
震
診
断
の
結
果
問
題

が
あ
り
、
築
50
年
を
超
え
て
い

る
。
使
い
勝
手
が
悪
い
。
振
興

計
画
で
は
改
修
を
計
画
し
た

が
、
耐
震
補
強
や
構
造
物
の
耐

用
年
数
、
10
年
以
内
に
は
建
替

え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
改
築
の
方
向
性
に
向

か
っ
た
。

　
　
　

町
長
の
判
断
経
緯
は
。

　
　
　

基
本
計
画
検
討
委
員
会

の
助
言
を
い
た
だ
き
令
和
３
年

１
月
下
旬
に
決
め
た
。

　
　
　

耐
用
年
数
は
税
務
上
の

も
の
で
あ
り
、
町
民
に
誤
解
を

招
く
説
明
で
は
。

　
　
　

一
般
的
な
見
解
と
し

て
、
文
献
の
中
の
文
言
だ
。

　
　
　

な
ぜ
町
長
選
挙
の
公
約

に
掲
げ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

当
時
は
改
修
で
考
え
て

い
た
。

　
　
　

人
口
が
減
少
す
る
中
で

の
建
設
規
模
は
。

　
　
　

新
庁
舎
の
規
模
は
、
分

庁
舎
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
を
含
め
た
面
積
で
、
町
民
の

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
配
慮
し
た

建
物
に
し
た
い
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
町
内
で
は

営
業
売
り
上
げ
減
少
で
大
勢
の

方
が
困
っ
て
い
る
。
町
は
町
民

の
安
全
と
生
活
を
守
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
町
民
の
暮
ら
し

を
守
る
施
策
を
庁
舎
新
築
問
題

よ
り
最
優
先
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
最

優
先
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
感

染
症
対
策
事
業
交
付
金
事
業
を

ベ
ー
ス
と
し
て
町
と
し
て
出
来

る
可
能
な
対
応
は
進
め
て
い
る
。

役場庁舎建設基本計画

町長の判断で決めた

吉
よしだ

田 克
かつのり

則 議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

新調した役場入口看板と昭和 45 年に
建てられた本庁舎

思い付き施策で良いのか？
町の将来！

　
　
　

町
振
興
計
画
、
町
財
政

状
況
と
見
通
し
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
を
踏

ま
え
れ
ば
、
不
透
明
要
素
に
つ

い
て
は
懸
念
さ
れ
る
。
状
況
に

応
じ
た
財
政
運
営
を
し
っ
か
り

堅
持
し
て
い
く
。

　
　
　

振
興
計
画
と
行
財
政
改

革
大
綱
の
関
連
性
は
。

　
　
　

振
興
計
画
は
予
算
の
使

い
道
と
事
業
の
方
向
性
を
決
め

て
い
る
。
行
財
政
改
革
大
綱
は

職
員
が
目
指
す
べ
き
目
標
を
定

め
て
い
る
。

答
弁

質
問
財
政
運
営
し
っ
か
り
堅
持

町
財
政
状
況
と
見
通
し
は

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

湯遊ランドはなわ温泉設備集中制御盤

時 会 の
あ ら ま し
臨

１月

　令和３年１月８日に第１回

臨時会（会期１日間）が午

前１０時より開会されました。

町長議案２件の審議を行いま

した。

契約額1億 2,540万円を可決

　
　

契
約
相
手
の
選
定
方

　
　

法
は
。

　
　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

　
　

を
採
用
し
、
７
名
の

委
員
で
審
査
を
行
い
採
点

し
た
。
参
加
は
１
社
の
み

だ
っ
た
が
、
閲
覧
時
は
も

う
１
社
あ
っ
た
。

　
　

審
査
委
員
の
概
要
と
、

　
　

落
札
率
は
ど
う
だ
っ

た
か
。

　
　

指
名
選
考
委
員
会
の

　
　

メ
ン
バ
ー
10
名
で
構

成
さ
れ
、
副
町
長
が
委
員

長
。
落
札
率
は
99
・
11
％

だ
っ
た
が
、
急
遽
集
中
制

御
盤
工
事
を
入
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
。

　
　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

　
　

る
審
査
基
準
は
ど
の

よ
う
に
決
定
し
た
の
か
。

　
　

参
加
業
者
の
事
業
実

　
　

績
や
、
工
事
企
画
内

容
、
業
務
理
解
度
な
ど
各

項
目
合
計
１
５
５
点
と

し
、
各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

採
点
し
た
。

　
　

審
査
結
果
は
公
表
す

　
　

る
の
か
。

　
　

入
札
と
同
様
に
公
表

　
　

す
る
。

　
　

二
酸
化
炭
素
排
出
量

　
　

を
抑
制
し
た
結
果
測

定
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

７
％
排
出
量
削
減
で

　
　

き
る
見
込
み
で
、
工

事
施
工
業
者
に
て
実
施
す

る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

こ
の
他
に
、
町
道
川
上

東
河
内
線
改
良
工
事
（
契

約
金
額
６
９
８
５
万
円
）

に
関
す
る
工
事
請
負
契
約

の
締
結
（
契
約
相
手
は
深

谷
建
設
㈱
代
表
取
締
役　

深
谷
佳
孝
）
を
審
議
し
、

全
会
一
致
で
可
決
決
定
し

ま
し
た
。

質　

疑

【
主
な
内
容
】

　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
が
オ
ー
プ
ン
か
ら
20
年
以
上

経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
工
事
で
、
給

湯
熱
源
設
備
関
係
や
、
空
調
設
備
改
修
、
温
泉
設
備

集
中
制
御
盤
の
改
修
を
行
う
。
工
事
実
施
に
よ
り
、

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
や
、
災
害
時
の
一
時
避
難
場

所
と
し
て
の
機
能
強
化
が
見
込
め
、
約
１
か
月
間
湯

遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
を
全
面
休
館
し
て
実
施
さ
れ
る
。

契
約
金
額　

１
億
２
５
４
０
万
円

契
約
方
法　

随
意
契
約

契
約
相
手　

グ
ル
ー
プ
構
成
企
業
代
表

　
　
　
　
　

㈱
カ
ン
ス
イ　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本　

多　

幸　

雄

工
事
請
負
契
約

工
事
請
負
契
約

工
事
請
負
契
約

ＡＡ QQＡＡ QQＡＡ

QQＡＡ

QQ

ＡＡ QQそ
の
他
の
審
議

そ
の
他
の
審
議

そ
の
他
の
審
議

　
　
　

町
は
㈱
塙
町
振
興
公
社
の

決
算
報
告
書
を
精
査
し
て
補
助
金

を
支
出
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

補
助
金
等
の
交
付
申
請
に

つ
い
て
は
要
綱
及
び
規
程
に
基
づ

い
て
手
続
き
を
し
て
い
る
。

　
　
　

指
定
管
理
を
さ
せ
て
い
る

会
社
に
、
仮
に
間
違
っ
た
経
理
や

売
り
上
げ
に
対
し
て
正
確
に
指
導

す
べ
き
、
経
営
状
況
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　

経
営
に
関
し
て
は
、
台
風

19
号
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
大
き
な
災
い
が
無
け
れ
ば
ほ

ぼ
赤
字
を
脱
す
る
と
こ
ろ
ま
で
達

し
て
い
た
と
思
っ
た
。
指
導
も

し
っ
か
り
し
て
い
る
。

答
弁

質
問

質
問

答
弁

指
導
も
し
っ
か
り
し
て
い
る

決
算
報
告
書
の
精
査
は

　
　
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推

進
委
員
会
と
は
。

　
　
　

副
町
長
が
委
員
長
、
総

務
課
長
が
副
委
員
長
で
各
課

長
、
課
長
補
佐
が
委
員
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　

は
な
わ
こ
ど
も
園
駐
車

場
不
足
に
対
し
、
隣
接
町
有
地

の
有
効
活
用
は
。

　
　
　

胡
桃
下
団
地
駐
車
場
や

図
書
館
駐
車
場
は
、
目
的
を

持
っ
た
駐
車
場
で
常
時
併
用
で

き
な
い
。
当
初
の
施
設
設
計
に

問
題
は
な
か
っ
た
。

答
弁

質
問
そ
の
他
の
一
般
質
問

質
問

答
弁
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あの質問はどうなったのか？
議員の一般質問の中からピックアップし、
その動きや現在の状況を調査します。

森林再生事業状況と今後の林業施策方針は
令和元年 12 月定例会

ＧＩＧＡスクール構想への対応は
令和2年6月定例会

タブレットが整備される

令和2年度111haの事業を行った
令和２年１２月定例会

１人１台にタブレットを整備したい
令和元年面積的には 440ha の事業を行った

答弁答弁

その後

その後

文部科学省のＧＩＧＡスクール構想への

対応は。またオンライン事業のために、

１人１台のタブレット配置が必要では。

現在までの事業実績状況と、森林再生事

業の継続を求める要請等についてどう

なっているのか。

令和2年第 7回臨時議会（令和2年 11月

16日開会）において、タブレット端末 555

台の購入について可決され、令和 3年 3

月末までに整備された。令和 3年 4月か

ら指導にあたる先生方の研修を行い、5月

中旬から授業で活用される見込み。

令和 2年度に、東河内五郎内地区、田代

藤谷地区、湯岐小木地区、植田小川崎地

区、上渋井地区の間伐を実施した。令

和 3 年度の計画では、真名畑地区 30ha、

台宿地区 30ha、片貝地区 30ha、山形地

区 18ha、東河内権現地区 12ha の合計

120ha を県に要望した。

なお間伐実施時、福島県において放射線

量 0.1 マイクロシーベルトを超える材に

ついて間伐を実施する。

令和 3年まで、生徒１人１台端末電子機

器を整備し、臨時休業時でも全ての子ど

も達へ学びの場を提供する。

令和 2年度は 130ha を計画している。国

や県へ事業継続を強く要望し、働きかけ

をしてきた。国でも令和 3年度以降継続

する考えを示しており、町としても森林

再生事業に取り組んでいく。

ＧＩＧＡスクールで使用されるタブレット

閉会中所管事務調査レポート

・調 査 日　令和 3年 2月 18 日（木）

・場　　所　委員会室

・出席委員　下重義人委員長

　　　　　　ほか各委員（計：5名）

・調査まとめ

（１）竹活用施策の現状と今後について

　本事業は平成 20 年からスタートし、荒廃

竹林の解消や竹パウダー農法としてのブラン

ド化を進め付加価値をつける取り組みであ

る。しかし、竹パウダー利用者数は伸び悩み、

道の駅での販売価格差別化につながらず、交

付金事業として拠点施設整備も行ったが、利

用状況は低調である。今後、明確な目標設定

をし、町、関係機関、農家が一体となって、

地域経済の下支えや農業所得向上につなげら

れるよう期待する。

（２）観光事業の現状について

　町では自転車を活用した施策やモンベルフ

レンドタウン登録、こんにゃくの海外輸出な

ど、町外へ塙町を PR する事業が旧来より増

えてきている。事業実施において、利用者数

などの実態の把握や、費用対効果を検証し、

塙町に多くの方に足を運んでもらい町の良さ

を知ってもらう取り組みの継続が重要であ

る。

経済常任委員会報告

竹活用施策と町の観光について

・調 査 日　令和 3年 2月 19 日（金）

・場　　所　委員会室及び現地

・出席委員　七宮広樹委員長

　　　　　　ほか委員全員（計：7名）

・調査まとめ

（1）町税滞納処理状況について

　会計年度任用職員（徴収嘱託員）のきめ細

かな訪問活動によって、全般的に滞納率が減

少傾向となっている点は評価できる。昨年か

らの新型コロナウイルスの影響で、収入減少

に伴う納税に対する不安を抱く方も出てくる

ことが懸念されるが、課全体の取り組みとし

て、新規滞納発生防止のため IP 告知端末に

よる納期限周知や、常時納税相談が実施でき

る体制ができていた。

（2）塙町社会福祉協議会の運営状況

　担当課長からの概要説明の後、参考人とし

て出席した事務局長や係長から、実施されて

いる事業について詳細説明があり、委託事業

の受け入れで経営的に楽観視できない部分が

見受けられたが、福祉の重要性についても再

認識する内容だった。近年東白川郡内や町内

において民間事業者との競合もあり、ヘル

パー確保が急務であり一番苦労している点と

の話もあった。一時期から立て直しを図るべ

くコンサルタントの指導により大幅な改善が

図られているが、新型コロナの影響により予

断を許さない。調査終盤には、ヘルパー待機

場所の現地を視察したが、手狭で経年劣化が

見られる現状は早急に対応しなければならな

い事案と感じた。

総務常任委員会報告

町税と福祉施策の状況調査
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3.1.7 広報常任委員会（議会だより編集） ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―

3.1.8 議会運営委員会（臨時会運営） ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○

3.1.8 1 月臨時会（工事請負契約締結） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.1.8 全員協議会（役場庁舎整備） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.1.14 広報常任委員会（議会だより編集） ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―

3.2.17 全員協議会（役場庁舎整備） ○ ○ ○ 傷病 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.2.18 経済常任委員会所管事務調査 ― ○ ― 傷病 ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

3.2.19 総務常任委員会所管事務調査 ○ ― ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

3.3.2 議会運営委員会（3月定例会運営） ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○

3.3.4 全員協議会（第 8期介護計画など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.3.10 3 月定例会（1日目：議案説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.3.10 議会運営委員会（新型コロナ対応） ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○

3.3.11 3 月定例会（2日目：議案説明、委員会付託） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.3.11 総務常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ ― ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

3.3.11 経済常任委員会（閉会中審査内容決定） ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

3.3.11 広報常任委員会（閉会中審査内容決定） ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―

3.3.12 3 月定例会（3日目：一般質問 4名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.3.15 9 月定例会（4日目：一般質問 3名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.3.15 予算決算常任委員会（当初予算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.3.16 予算決算常任委員会（当初予算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.3.17 3 月定例会（最終日：議案審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.3.17 議会運営委員会（3月定例会検証） ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と
して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、
忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

○出席　－該当外

議会からのお知らせ

新型コロナの影響で
意見交換会中止

 塙町議会では、開かれた議会を⽬指し議
会基本条例を制定し、町⺠との意⾒交換の
場を毎年開催しており、令和 3年 1 〜 2
⽉中の開催を計画していましたが、町内や
県内の新型コロナウイルス感染状況を踏ま
え中⽌としました。次年度については、新
しい⽣活様式に対応した開催⼿法を検討
し、議会だよりでお知らせいたします。

前回開催の意見交換会

１．表紙及び裏表紙について

・子どもたちの未来に託して「議会も頑張

　るぞ」というメッセージが伝わる。

・登校風景で、マスク未着用の光景は新鮮

　に感じる写真だった。

・写真とタイトル（寒さ厳しい）がうまく

　マッチしていた。

・植田青年会の活動写真は、次々と解散し

　ている中でもがんばってほしい。

２．12 月定例会ページについて

・「賛成と反対」の討論構図は見やすく、

　採決結果の表記もよい。

・庁舎改築について、町民への十分な説明

　がなく議会でも短時間で採決するなど不

　安に感じる。

・用語解説はわかりやすく、今後も使用し

　てもらいたい。

３．一般質問ページについて

・各議員の質問がユニークで大変興味深

　い。

・町内の諸問題をよく調査しての一般質問

　に心強く感じた。

・農業や教育、インフラ、医療など多角的

　な情報が多く質問され、今後の議会だよ

　りでも追跡調査してもらいたい。

４．後半ページ（委員会・追跡レポートなど）

・追跡レポートでの羽黒山記事について

　は、再度追跡してより深堀してほしい（歴

　史再認識の意味でも）。

・臨時会議案の提案理由（賃金改定関連）

　を知りたい。

５．その他ご意見

・「庁舎改築」「湯遊ランドはなわ休業補償」

　など、町民アンケートを実施する事で町

　民の関心度合を計ってはどうか。

・傍聴者インタビューは、with コロナを

　見据えて違う方法でコーナー継続を検討

　してみてはどうか。

・子どもたちから絵を募集し掲載すること

　で、議会だよりを手に取る人が増えるの

　では。

　前回１月２２日発行議会だより１５３号に

対する、議会だよりモニターの声を掲載し

ます。
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大縄　裕美さん
（栄町）
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藤田　雅彦さん
（山形）
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令和３年６月定例会は
６月１０日（木）からの予定です。
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皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：花の里川上
活 動 場 所：川上４区内
会　　　長：石井　均　TEL 43-3655
会　　　員：２９名

　花の里川上は、荒廃農地を整備し地域の

風景を守りたいとの思いから、数名の有志

が 15 年前から草刈りを始めました。今年は、

町の補助事業を活用し、ヨウコウ桜とケイオ

ウ桜の苗木 170 本を 40a に植えました。今ま

で 5ha の面積にソメイヨシノ、ボタンサクラ、

オオヤマサクラ、芝桜、コブシ、ツツジ、サ

ルスベリ、ムクゲ、紫陽花、レンギョウ、サ

ツキ、山ツツジ、コウバイ、サンシュユなど

を植樹しました。4 月から 5 月中旬まで総数

440 本の桜が見頃を迎えます。町の観光資源

や財産として残す壮大な取り組みであり、今

後は散策道路の整備や東屋などを造り、先祖

が残した土地を後世に引き継ぐ活動をしてい

る団体です。
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熱い思いで活動しています（管理している皆さん）

傍聴時は感染症予防の観点から
マスク着用をお願いします　　

地域の風景を次世代に繋げるプロジェクト


